
順位

Ｈ17

1.0

Ｈ17

0.8

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 ゆとりある　みどり豊かな環境共生都市をめざして

第４節　魅力ある公園づくり

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標５

指標４

指標３

指標名

指標２

指標１
整備計画面積（7.4ｈａ）に対する整備面積

整備計画面積（都市計画決定面積4.9ｈａからプール部分を
除いた4.61ｈａ）に対する整備面積

施　策　名

競技場エリア１３．３ｈａのうち、２２年度まで
に第１競技場周辺７．４haを整備する

平成２１年度までに計画面積４．６１haを段
階的に整備する

22410

相模原麻溝公園競技場の整備面積

基準値

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位：ha ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：ha ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

2.30

7.405.30

2.30 2.53 4.612.53

目標値 目標値

3.40 4.904.90

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

1.60 3.40

目標値 実績値実績値

年度

　みどりの基本計画に基づき、相模原麻溝公園や古淵鵜野森公園、峰山霊園を計画的に整備し、快適でうるおいのある生活環境を形成す
るみどりの拠点となる公園の整備を進める。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

環境経済局

公園課

１　施策の目的

安藤康恵課長名

第２章　水やみどりの保全と創造に努めます

みどりの核となる公園の整備

人件費 40,872 40,291

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

2,693 3,303

実績値 目標値

２　施策の概要
　相模原麻溝公園は、第1競技場のトラック・フィールド、メインスタンドが完成し、現在、バックスタンドの建設を進めている。古淵鵜野森公園
は、平成１７年度から５か年計画で整備を進めている。峰山霊園については、平成１９年度に第７期公募を実施した。

古淵鵜野森公園の整備面積

平成20年度（決算）

1,901,105 2,345,104

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

0.67

指標５
（単位：　）

94,859 73,150

396,727

0.8

444,151

0.8

1.0 1,660,526 1.0

22,137

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

合計

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

評価点

２次評価　整備が目的の施策であり、指標の性質上、効率性の評価は行わない。（評価は昨年度のＡ＝６点以上、Ｂ＝５、４点、
Ｃ＝３点以下で行う。）
　これに伴い、評価をＢ⇒Ａとする。
　公園整備関連の施策として22420「地域特性を生かした公園の整備」に統合し、利用者満足度による評価を行うことを
検討すること。
⇒　次年度以降は公園整備関連施策を1施策に統合し、市民アンケート「公園満足度」により評価する。

8 6
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）
　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.763で全119施策の中で1番目。
○重要度は3.952で52番目である。
○改善要望度は-0.332で108番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

課題
市民満足度調査では満足度が全施策中第１位となっており、市民のみどりの拠点確保へのニーズは高いた
め、レクリエーション活動や防災などのさまざまな機能を有する「みどりの核となる公園の整備」を進めていく必
要がある。

解決策
今後も整備が続く相模原麻溝公園をはじめ、（仮称）城山中央公園の整備や、淵野辺公園の拡大などを進め
る。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

みどりの核となる公園の整備

津久井

南部

西部

北部

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.763 1位 3.952 52位
２０代 3.593 2位 3.831 72位
３０代 3.892 1位 4.083 35位
４０代 3.744 1位 3.700 81位
５０代 3.674 1位 3.933 55位
６０代 3.850 3位 4.073 46位
７０歳以上 3.712 4位 4.000 51位
北部 3.728 1位 3.975 51位
西部 3.919 1位 4.062 40位
南部 3.807 1位 3.955 54位
津久井 3.500 4位 3.694 80位

満足度 重要度
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